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はじめに 

 

   2010 年という節目の年を迎え、あいちトリエンナーレ 2010 や生物多様性条約第

10 回締約国会議（COP10）など、県が地域づくりのマイルストーン（一里塚）と位

置づけ、取り組んできた主要事業が実現する運びとなりました。 

一方、リーマンショックと言われた金融・経済危機からほぼ２年が経過し、本県経

済は着実に持ち直しつつあるものの、雇用情勢などは依然として厳しい状況にありま

す。また、医療や福祉など私たちの暮らしを支えてきた社会システムにも様々なひず

みが出てきており、国においては制度見直しに向けた議論も進められています。 

   県では、平成 22 年（2010 年）3 月、愛知の発展に向けた次なる一歩を踏み出すべ

く、地域づくりの新たな羅針盤として、「政策指針2010-2015」を策定いたしました。 

   政策指針の的確な推進を図るため、毎年度、年次レポートを作成しながら、政策

の進捗状況や新たに取り組むべき課題の把握などを行っていくこととしており、指

針の推進初年度となる今回は、指針に位置づけた50の主要政策について、当面３か

年の具体的な取組工程を明らかにする実行計画を年次レポートとして作成すること

といたしました。 

なお、昨今の社会経済の大きな変化の中で、例えば、非正規雇用の拡大などを背景

としたいわゆる格差の問題や、アジアの成長に伴う新たなグローバル社会への対応な

ど、構造的ともいえる様々な課題が顕在化してきております。こうした課題に対して

は、中長期的な観点から、地域全体で認識や目標を共有しつつ、政策を効果的に組み

合わせながら、関係者が一体となって取り組んでいくことが必要なことから、今回の

レポートでは、参考として、構造的課題に対する政策指針の取組を８つの政策パッケ

ージにまとめ、分かりやすく示していくことといたしました。 

県といたしましては、政策指針の基本方針として掲げた「安心、希望、そして風

格ある愛知へ」の実現に向けて着実に取組を進めてまいります。県民の皆様をはじ

め、関係の方々の一層の御理解・御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

  平成 22年 8月 

 

                      愛知県知事  神 田 真 秋 
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基本課題４ 地域まるごと「環境本位」の社会にする   

   ３２ 低炭素社会に向けた先駆的取組の推進･････････････････････････････････ 

   ３３ 持続可能な自動車社会と「エコ モビリティ ライフ」の推進･･･････････････ 

   ３４ ゼロエミッション・コミュニティの実現････････････････････････････････ 

   ３５ COP10の開催地にふさわしい生物多様性保全の取組････････････････････ 

   ３６ 「あいち森と緑づくり税」を活用した森と緑の整備・保全･･････････････････ 

   ３７ 伊勢湾・三河湾の里海再生････････････････････････････････････････････ 

 

基本課題５ 知恵と感動、にぎわいを生む「魅力」ある愛知をつくる  

   ３８ あいちトリエンナーレの開催･････････････････････････････････････････ 

   ３９ 文化芸術を担い、支える人づくりと活躍の場づくり･････････････････････ 

   ４０ 大学との連携等による専門的な能力を持つ人材が活躍できる地域づくり･･････ 

   ４１ アジア等との経済連携交流の推進･････････････････････････････････････ 

   ４２ 東アジアをターゲットとした魅力ある広域観光圏づくり･････････････････ 

   ４３ 国際イベント・コンベンションの誘致・開催･･･････････････････････････ 

 

  基本課題６ コミュニティから中部圏まで「地域力」と「連携力」を発揮する 

４４ 中部広域交流圏を支える陸海空の広域交通基盤の整備･･･････････････････ 

４５ 高次交流拠点機能の形成・強化･･･････････････････････････････････････ 

４６ 新しいライフスタイルを実現する集約型まちづくり･････････････････････ 

４７ 三河山間地域の振興･････････････････････････････････････････････････ 

４８ 広域連携の推進･････････････････････････････････････････････････････ 

４９ 地方分権・道州制の推進･･････････････････････････････････････････････ 

５０ 分権時代にふさわしい「新しい公」の形成･･････････････････････････････ 

  

 

〔〔参参考考〕〕構構造造的的課課題題をを受受けけ止止めめるる主主要要政政策策間間のの連連携携  

社会経済の変化の中で顕在化した構造的課題･････････････････････････････････ 

    ①つながりの再生による安心と信頼の地域社会づくり･････････････････････････ 

    ②若者が意欲を持ち、自立できる社会づくり･････････････････････････････････ 

    ③未来社会を切り拓くモノづくり産業の創出･････････････････････････････････ 

    ④豊かな暮らしを創出する産業の振興･･･････････････････････････････････････ 

    ⑤地球の命をつなぐ先駆的圏域づくり･･･････････････････････････････････････ 

    ⑥ソフトパワーの発揮による愛知の魅力発信･････････････････････････････････ 

    ⑦アジアとの一体的発展をめざした交流連携の強化･･･････････････････････････ 

    ⑧競争力のある中部広域交流圏づくり･･･････････････････････････････････････ 
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レポートの作成趣旨 

 ○ 本県では、2010 年（平成 22 年）3 月に、「安心、希望、そして風格ある愛知へ」

を基本方針とする地域づくりの新たな羅針盤として、「政策指針 2010-2015」を策定

した。政策指針の的確な推進を図っていくため、毎年度、年次レポートを作成し、

指針に示されている政策の進捗状況や新たに取り組むべき課題の把握など、指針の

さらなる充実や時代変化に応じた見直しを図っていくこととしている。 

 ○ 政策指針の推進初年度となる 2010 年度は、指針に位置づけた政策を実行する具

体的な道筋を明らかにしていくため、指針の前半期に当たる 2010～2012 年度の取

組工程を示す実行計画を年次レポートとして作成する。 
なお、近年の社会経済の大きな変化の中で、構造的ともいえるような新たな課題

が顕在化しており、中長期的な観点から、政策を有機的に連携させながら対応を図

っていくことが必要なものもあることから、参考として、政策指針の中の関連する

取組・施策を政策パッケージにし、そうした構造的課題への対応を分かりやすく示

していく。 
 
レポートの構成 

 ■主要政策50の実行計画［2010‐2012年度］ 

   当面 3 か年の政策実行に当たっての考え方を示しつつ、「政策指針 2010-2015」で

示した 50 の主要政策について、個々の事業の目標数値なども盛り込みながら、2010
～2012 年度の 3 か年の取組工程を明らかにする。 

 ■〔参考〕構造的課題を受け止める主要政策間の連携 

   中長期的観点から、政策を連携させながら取組を進めていく必要がある構造的な

課題に対し、政策指針の中の関連する取組・施策を８つの政策パッケージとしてま

とめ、めざすべき将来像や展開イメージを示しつつ、また、政策全体の中での県の

役割を明確にしながら、対応方向を分かりやすく紹介する。 
    
 
 
 
 
 

年次レポートの作成趣旨と構成 

（各政策パッケージごとに以下の構成で整理） 
○政策パッケージのねらい・目的 

 ○政策の展開や発展イメージ図 
 ○取組・施策の全体像 
 ○コラム１（背景にある社会の動きや国の政策など） 
 ○県の主な取組・施策 
 ○コラム２（県の施策・取組に関わる最近の話題、市町村の取組など） 

 

 

 

・これ以降、年号表記を西暦で統一 
・右肩に※が付いている用語は解説を掲載


